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平
成
　
年
度
末
の
処
理
区
域
内
人

２２

口
は
　
万
２
２
２
２
人
、
下
水
道
使

４８

用
料
の
対
象
と
な
る
年
間
処
理
水
量

は
、
５
６
４
３
万
４
４
１
４
立
方
㍍

と
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
処
理
区
域
内
の
人
口
、
年

間
処
理
水
量
と
も
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
家
庭
で
の
節
水
意
識
の
定

着
や
節
水
型
ト
イ
レ
な
ど
の
普
及
や

工
場
で
の
水
の
再
利
用
な
ど
に
よ

り
、
今
後
は
処
理
水
量
、
下
水
道
使

用
料
の
大
幅
な
増
は
見
込
め
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
収
益
的
収
支
（
下
水
処
理
の
た
め

の
営
業
活
動
の
収
支
）
の
う
ち
、
収

入
は
、
下
水
道
使
用
料
が
１
億
２
６

０
０
万
円
増
収
と
な
る
一
方
で
、
雨

水
処
理
負
担
金
な
ど
一
般
会
計
か
ら

の
負
担
金
や
補
助
金
が
、
２
億
９
４

０
０
万
円
減
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
億
６
２

０
０
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
支
出
は
、
企
業
債
利
息
の
減
な
ど

に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
て
３
億
４
８

０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
　
年
度
の
決
算
は
、

２２

収
入
総
額
１
０
８
億
８
３
０
０
万
円

に
対
し
、
支
出
総
額
１
０
０
億
８
８

０
０
万
円
で
、
差
引
き
７
億
９
５
０

０
万
円
の
純
利
益
と
な
り
、
　
年
度

２２

末
の
累
積
黒
字
（
未
処
分
利
益
剰
余

金
）
は
　
億
９
６
０
０
万
円
と
な
り

１１

ま
し
た
。

　
一
方
、
資
本
的
収
支
（
下
水
道
施

設
を
整
備
・
改
良
す
る
た
め
の
収

支
）
の
う
ち
、
支
出
は
、
雨
水
対
策

工
事
や
処
理
場
・
ポ
ン
プ
場
の
設
備

更
新
な
ど
の
建
設
改
良
費
と
し
て
、

　
億
５
０
０
万
円
を
執
行
し
ま
し

３１た
。

　
市
は
、
毎
年
夏
休
み
に
甲
子
園
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
、
下

水
道
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
「
水
の
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
探
検
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ツ
ア

ー
で
は
、
普
段
は
見
ら
れ
な
い
地
下
通
路
な
ど
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
　
年
前
の
参
加
者
数
の
　

１０

１０

倍
を
超
え
る
５
７
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
見
学
で
訪
れ
る
小
学
校
も
年
々
増
加
し
て
い

　
ま
た
、
過
去
に
下
水
道
管
や
処
理

場
な
ど
を
整
備
す
る
際
に
借
入
れ
た

企
業
債（
借
入
金
）の
う
ち
、
高
利
の

残
債
　
億
５
０
０
０
万
円
を
繰
上
償

４１

還
し
、
低
利
へ
借
り
換
え
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
支
出
は
前
年
度
よ
り

　
億
６
６
０
０
万
円
多
い
１
２
８
億

４０１
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
収
支
の
不
足
額
は
損
益
勘
定
留

保
資
金
な
ど
で
補
填
し
ま
し
た
＝
左

円
グ
ラ
フ
参
照
。

　
今
後
と
も
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸

水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策
や

処
理
場
・
ポ
ン
プ
場
施
設
の
設
備
更

新
な
ど
の
事
業
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
は

多
く
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
適
正
か
つ
計
画
的
な
建
設
投
資

を
行
う
と
と
も
に
、
事
務
の
効
率
化

や
さ
ら
な
る
経
費
削
減
に
努
め
、
健

全
な
経
営
を
持
続
し
な
が
ら
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。
今
年
度
は
、
約
１

９
０
０
人
の
小
学
生
が
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。
甲
子

園
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
年
間
を
通
し
て
市
内

の
団
体
を
対
象
に
施
設
見

学
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
　
問
合
せ
は
下
水
浄
化
グ

ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
４

７
・
８
０
０
０
）
へ
。

　
市
民
と
行
政
が
連
携
し
て
雨
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

雨
水
タ
ン
ク
と
浸
透
桝
（
ま
す
）
＝

左
上
図
参
照
＝
の
設
置
に
対
す
る
助

成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
雨
水
タ
ン
ク
は
、
屋
根
に
降
っ
た

雨
を
溜
め
る
施
設
で
、
浸
透
桝
は
流

れ
込
ん
で
き
た
雨
水
を
地
中
に
浸
透

さ
せ
る
施
設
で
す
。
こ
の
助
成
制
度

は
、
雨
水
タ
ン
ク
と
浸
透
桝
を
市
内

に
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
側

溝
や
下
水
道
管
に
流
れ
込
む
雨
水
を

少
し
で
も
減
ら
し
て
浸
水
被
害
の
軽

減
を
図
る
と
と
も
に
雨
水
を
土
に
返

し
て
健
全
な
水
循
環
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
受
付
は
、
来
年
１
月

　
日
ま
で
で
す
。
な
お
、
申

３１請
額
が
予
算
に
達
し
た
時
点

で
終
了
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
く
ら
し
の
情
報
似
下
水

道
・
河
川
似
各
種
申
請
・
手

続
き
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
は
下
水
河
川
グ
ル

ー
プ
（
0
7
9
8
・
3
5
・

3
6
5
4
）
へ
。

猿
決
算
の
状
況
猿

猿
健
全
経
営
の
持
続
猿

下
水
の
処
理
過
程
を
学
び
ま
す

雨水タンクと浸透桝の設置イメージ

平成22年度決算の状況 
収益的収支 

資本的収支 

その他   86

その他    6

その他 
148

純利益　795

その他　58

下水道使用料 
5,888

雨水処理 
負担金 
2,656

他会計 
補助金等 
2,253

減価償却費 
3,942

企業債利息 
3,181

維持管理費 
2,907

下水道使用料 
5,888

雨水処理 
負担金 
2,656

他会計 
補助金等 
2,253

収支不足額 
4,472

企業債 
償還金 
9,702

収支不足額 
4,472

国庫補助金 
1,210

国庫補助金 
1,210

他会計 
補助金 
638

企業債 
償還金 
9,702

減価償却費 
3,942

企業債利息 
3,181

維持管理費 
2,907

収入 
10,883

支出 
10,088

収入 
8,341

支 出 
12,813

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

企業債 
6,345
企業債 
6,345

建設 
改良費 
3,105

建設 
改良費 
3,105

下水道特集


